
知的資産経営に向けて
ローカルベンチマークの活⽤

２０２４年３⽉２２⽇
中⼩機構中部本部

中⼩企業アドバイザー 藤井健太郎

本⽇の内容
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１．知的資産経営と価値創造ストーリー

２．ローカルベンチマークの作成⽅法

３．知的資産経営⽀援事例



⾃⼰紹介①

2

【現職等】
株式会社ＡＣＣ 代表取締役
⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構 代表理事
⼀般社団法⼈岐⾩県中⼩企業診断⼠協会 理事

事業再⽣・承継研究会初代会⻑、知的資産経営研究会初代会⻑
公益社団法⼈愛知県中⼩企業診断⼠協会

経営⼒再構築伴⾛⽀援研究会会⻑、SDGs経営研究会会⻑、知的資産経営研究会初代会⻑
あいち産業振興機構 経営技術診断助⾔外部専⾨家
岐⾩県事業承継・引継ぎ⽀援センター（中⼩企業庁） 事業承継専⾨家
中⼩機構中部本部 中⼩企業アドバイザー（BCP・事業継続⼒強化計画）
INPIT 知財総合⽀援窓⼝ 企業派遣専⾨家
地域中⼩企業・⼩規模事業者プロセスコンサルタント派遣事業 中部経済産業局官⺠合同チーム
東海学園⼤学 ⾮常勤講師（財務・会計、リーダーシップ、SDGs、ストーリー戦略、⼈的資本経営、パーパス経営等）

【資格】
中⼩企業診断⼠、ＭＢＡ、ターンアラウンドマネージャー（事業再⽣）、事業承継マネージャー、
ＡＦＰ、損害保険⼤学課程、⽣命保険応⽤課程

【注⼒分野】
事業再⽣、事業承継、知的資産経営、財務（資⾦繰り・コスト削減・管理会計）、経営者・幹部育成、
マーケティング・営業戦略、リスクマネジメント・保険戦略・BCP、SDGs、補助⾦も少々（〜2.5億円）

【経営⽀援実績】
建設業、医療・介護業、製造業、卸売業、飲⾷業、⼩売業、サービス業、旅館業、教育・保育業など、
年商７０億円超〜数千万円、従業員３００名超〜０名といった規模の７６社における⽀援実績

⾃⼰紹介②
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【略歴】
１９７４年 愛知県江南市で出⽣
１９９３年 愛知県⽴⼀宮⾼校を卒業
１９９７年 南⼭⼤学法学部を卒業（労働法ゼミ）

地元名古屋の会計事務所系経営コンサルティング会社に⼊社
（⽉次決算・年次決算・税務申告・業務改善・相続対策）

２０００年 東京海上⽕災保険株式会社に⼊社
２００１年 損害保険・⽣命保険代理店に⼊社
２０１０年 株式会社ＡＣＣ設⽴ 代表取締役就任
２０１１年 中⼩企業診断⼠⼀次試験合格
２０１２年 東海学園⼤学⼤学院（中⼩企業診断⼠登録養成課程）
２０１４年 同⼤学院を卒業（ＭＢＡ）、中⼩企業診断⼠登録
２０１８年 あいち事業承継ネットワーク名古屋ブロックコーディネーター就任（２０１９年３⽉退任）
２０１９年 プッシュ型事業承継⽀援⾼度化事業岐⾩県ブロックコーディネーター就任（２０２１年組織変更）
２０２０年 中⼩企業基盤整備機構中⼩企業⽀援チーフアドバイザー⇒現︓中⼩企業アドバイザー

（事業継続⼒強化⽀援事業）就任
２０２１年 岐⾩県事業承継・引継ぎ⽀援センター エリアコーディネーター就任（２０２２年３⽉退任）

⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構設⽴ 代表理事就任
２０２２年 株式会社ＡＣＣが「あいちSDGs登録制度」に登録
２０２３年 地域中⼩企業・⼩規模事業者プロセスコンサルタント派遣事業 中部経済産業局官⺠合同チーム参画

【著書・寄稿等】
２０２１年 令和3年度中⼩企業診断⼠理論政策更新研修テキスト『中⼩企業のBCP策定⽀援』

（発⾏︓⼀般社団法⼈中⼩企業診断協会）
２０２２年 『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅（共著）』（発⾏︓銀⾏研修社）
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１．知的資産経営と価値創造ストーリー

２．ローカルベンチマークの作成⽅法

３．知的資産経営⽀援事例

「強み（＝良いもの）」を実現しても「価値」で選ばれないと売れない

5出所︓内閣府「経営をデザインする（2019年6⽉版）」



知的資産経営とは

6出所︓経済産業省「（企業向け）ローカルベンチマークの活⽤に向けて」

財務（有形）・⾮財務（無形）の経営資源が経済的価値を⽣むまで
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出所︓藤井健太郎他『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』（銀⾏研修社 2022年）を加⼯

顧客提供価値が適切な利益を⽣む価格になっているか︖
⇒まずはロカベン等で強み（＝知的資産）や顧客提供価値を⾒える化することが⼤切︕



「顧客」「顧客提供価値」を導き出すことが最重要︕︕

8出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』（2023年3⽉以前版）

「顧客」
について
も考える

顧客提供価値の例 つづき

9出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



価値創造ストーリーの例①

10出所︓中⼩機構『事業価値を⾼める経営レポート 作成マニュアル改訂版』

価値創造ストーリーの例②

出所︓⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構『わさび屋株式会社と岐⾩県信⽤保証協会の取組事例』　11
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１．知的資産経営と価値創造ストーリー

２．ローカルベンチマークの作成⽅法

３．知的資産経営⽀援事例

ローカルベンチマークガイドブック（2021年5⽉公表⇒2023年4⽉ SDGs/DX対応版公表）

13https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/sangyokinyu/locaben/guide.html



ロカベンのポイント

14出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

ロカベンに取り組む２つの⽅法

15出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



ロカベンシートの構成

16出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

商流（商流・業務フローシート）

17出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



業務フロー（商流・業務フローシート）

18出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

経営者（4つの視点シート）

19出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



事業（4つの視点シート）

20出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

企業を取り巻く環境・関係者（4つの視点シート）

21出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



内部管理体制（4つの視点シート）

22出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

財務分析シート
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まとめ（4つの視点シート）

24出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』

課題「設定」 課題「解決」

「まとめ」の取り組み⽅

25出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』



ローカルベンチマークで⾒える化した課題対応策への⽀援例

①BCP策定⽀援、②事業継続⼒強化計
画策定⽀援、③レジリエンス認証取
得⽀援

①社労⼠を紹介、②働き⽅改⾰推
進⽀援センターを紹介

プロフェッショナル⼈材戦略拠点
を紹介（⼈材紹介・⼤企業連携を
実施中）

①家族会議・事業承継計画策定⽀
援、②後継者による株式取得資⾦
の調達⽀援、③事業承継ネット
ワークの後継者育成塾を紹介

経営幹部育成⽀援
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3年後に数値計画と共にほぼ実現︕3年後に数値計画と共にほぼ実現︕

【参考】経営デザインシートの概要

27出所︓内閣府知的財産戦略推進事務局「経営デザインシートについて」（ 2020年1⽉）
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１．知的資産経営と価値創造ストーリー

２．ローカルベンチマークの作成⽅法

３．知的資産経営⽀援事例

『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』⽀援事例︓A社

29出所︓藤井健太郎他『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』（銀⾏研修社 2022年）



【参考】A社の知的資産経営報告書（抜粋）

30出所︓藤井健太郎『With/Afterコロナを⽣き抜くための喫緊の中⼩企業⽀援対策』（名古屋税理⼠会研修）

【参考】A社の知的資産経営報告書（抜粋）

31出所︓藤井健太郎『With/Afterコロナを⽣き抜くための喫緊の中⼩企業⽀援対策』（名古屋税理⼠会研修）



【参考】A社の知的資産経営報告書（価値創造ストーリー）と顧客提供価値

32出所︓藤井健太郎『With/Afterコロナを⽣き抜くための喫緊の中⼩企業⽀援対策』（名古屋税理⼠会研修）

後継者が「これから」を
⾒据えることが重要︕

【参考】経営デザインシートと知的資産経営報告書（ビジョン）

33出所︓藤井健太郎『With/Afterコロナを⽣き抜くための喫緊の中⼩企業⽀援対策』（名古屋税理⼠会研修）



INPIT知財総合⽀援窓⼝の⽀援事例紹介︓テクノオガワ株式会社

34https://chizai-portal.inpit.go.jp/supportcase/2023/10/post-1303.html

INPIT知財総合⽀援窓⼝の⽀援事例紹介︓テクノオガワ株式会社

35https://chizai-portal.inpit.go.jp/supportcase/2023/10/post-1303.html



INPIT知財総合⽀援窓⼝の⽀援事例紹介︓テクノオガワ株式会社
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ところが
「さっきん君」の受注にいたらない。
オゾン発⽣装置、⽔中カメラの売り上げの低迷。

同社の強みを⾒直すために、ローカルベンチマーク、経
営デザインシートの作成を提案。（藤井健太郎⽒を専⾨家
として活⽤）

代理店経由の販売で、県内のニッチな市場で⼤きなシェ
アを持っていたためそれなりに売れていた。
⻑年の信頼・評判

出所︓INPIT⻑崎 池原敏郎⽒『経営デザインシートを活⽤した知財経営⽀援』（COCOシンポジウム2023）

顧客情報が代理店から⼊ってこない。
顧客が求めているものがわからない。

顧客からの相談に「できん」と⾔わずに取り組む開発⼒
「⽔をきれいにする」経営者の思い

商品の直取引に変更。
壊れてからの修理依頼を、定期的なメンテナンスサービ

スに変更して、新たな収益源に。
経営デザインシートを作成してから、⻭⾞が回り始めた。

INPIT知財総合⽀援窓⼝の⽀援事例紹介︓テクノオガワ株式会社

37出所︓INPIT⻑崎 池原敏郎⽒『経営デザインシートを活⽤した知財経営⽀援』（COCOシンポジウム2023）



INPIT知財総合⽀援窓⼝の⽀援事例紹介︓テクノオガワ株式会社
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•顧客提供価値と価値創造ストーリーの⾒える化

•マーケティング・セールス⽅針の変更・明確化

•知的財産権取得・活⽤、財務改善などの総合的な伴⾛⽀援

•社⻑の腹落ちと⾏動変容の加速

出所︓INPIT⻑崎 池原敏郎⽒『経営デザインシートを活⽤した知財経営⽀援』（COCOシンポジウム2023）

ご清聴ありがとうございました。

今回の内容が、少しでも皆様のお役に⽴ちました
ら幸いです。
 
ありがとうございました。
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